
波
多
野
培
根
に
は
ま
だ
伝
記
が
な
い
。
彼
は
私
の

恩
師
で
あ
る
。
ぜ
ひ
彼
を
研
究
し
て
み
九
い
が
、

短
期
問
に
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
経

歴
の
大
略
に
わ
れ
ら
弟
子
九
ち
の
記
憶
や
印
魚
等

を
織
り
ま
ぜ
て
略
伝
に
も
な
ら
な
い
紹
介
文
を
書

に
ょ
り
勝
山
城
を
死
守
、
陶
晴
県
と
鼠
、
名
誉

し
げ
の
本

の
戦
死
を
と
げ
六
勇
士
波
多
野
治
の
十
二
代
の
孫

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
彼
は
勝
山
を
号
と
し
た
。
父
は

藩
学
養
老
璽
頭
著
士
波
多
野
達
技
培
根
は
長
男

一
八
七
五

弟
習
機
若
く
し
て
残
し
た
。
明
治
八
年
一
月
津
和

野
広
小
路
小
学
校
人
学
、
十
三
年
十
二
月
条
。
そ

の
後
、
家
で
父
か
、
嵒
学
を
学
ん
だ
が
父
の
死
(
明

治
十
五
年
)
後
厩
の
手
一
つ
で
育
っ
た
。
母
は
い
か

に
も
武
士
の
母
、
武
士
の
妻
ら
し
い
し
っ
か
り
し
た

し
か
も
上
品
な
婦
人
で
あ
っ
六
。
同
志
社
の
教
頭
波

多
野
も
時
に
は
こ
の
母
か
ら
た
し
な
め
ら
れ
た
と
い

一
八
八
三

う
。
明
治
十
六
年
九
月
十
六
才
の
時
、
志
を
立
て
て

岩
国
の
沢
瀉
塾
の
陽
明
学
者
東
崇
一
に
つ
い
九
(
十

0

八
年
三
月
ま
で
衣
塾
)

い
て
み
九
。生

ナ
ね
一
八
六
八

波
多
野
培
程
、
明
治
元
皐
六
月
二
十
日
、
島
根

県
西
境
の
山
里
津
郡
町
に
生
れ
六
。
彼
は
需

一
八
八
五

明
治
七
八
年
九
月
同
志
社
普
通
学
校
に
入
学
し
六

(
培
根
の
従
兄
伝
週
者
、
増
野
悦
興
の
紹
介
に
ょ
る
と

察
す
る
)
。
十
九
年
六
月
二
十
日
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士

か
ら
.
二
輪
讐
、
久
永
機
四
郎
、
加
験
延
年
と
共
に

受
洗
、
爾
後
、
忠
実
篤
信
な
基
督
者
と
し
て
一
生
を

貫
い
た
。
彼
は
全
校
の
信
望
を
得
九
。
新
島
も
特
に

彼
に
期
待
し
九
。
次
の
新
島
書
簡
は
、
そ
の
雫
あ

る
0

『
我
が
学
校
な
ら
び
に
教
会
の
前
途
に
つ
き
心
中

大
に
憂
ふ
る
所
あ
り
候
間
一
応
貴
君
に
御
面
談
印
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度
候
間
御
都
合
被
下
今
午
後
四
時
よ
り
五
時
の
間

に
御
来
訪
被
下
度
候
尤
其
時
問
に
は
多
分
裏
庭
に

て
射
的
を
な
し
お
り
候
間
直
ち
に
裏
庭
の
方
へ
御

回
わ
り
被
下
度
候
小
生
は
御
存
じ
の
通
制
志
社
よ

り
無
残
に
も
書
生
に
面
会
す
る
雫
を
禁
止
せ
ら
れ

候
間
せ
め
て
は
僅
々
の
人
に
逢
ひ
学
校
の
将
来
を

も
御
托
し
置
き
申
度
候
間
貴
谷
の
御
光
来
は
他
人

に
は
内
密
と
な
し
お
き
被
下
度
右
得
貴
意
。

(
明
治
三
年
二
月
一
日
附
)

一
八
九
0

明
治
二
十
三
年
六
月
同
志
社
辨
通
学
校
卒
業
、
同

志
社
予
備
校
と
普
通
学
校
の
教
員
と
な
り
、
数
学
を

教
え
た
。
二
十
五
年
六
月
大
に
感
ず
る
所
が
あ
り
、

伝
道
を
志
し
、
強
い
て
同
志
社
を
辞
し
、
山
形
県
酒

田
に
一
年
四
力
月
、
宮
城
県
涌
谷
に
六
力
月
、
同
白

川
に
七
力
月
、
仙
台
に
一
年
十
力
月
伝
道
し
た
(
転

々
と
移
動
し
九
の
は
伝
道
会
社
の
命
に
ょ
る
)
。
こ
の

間
二
十
八
年
三
月
丸
山
貞
と
結
婚
(
堀
貞
一
牧
師
司

式
)
し
た
が
夫
人
は
三
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
永

眠
し
九
。
二
十
九
年
十
二
月
伝
道
界
を
退
き
、
翌
年

四
月
仙
台
尚
綱
女
学
校
の
授
業
補
助
と
な
っ
た
が
、

翌
三
十
一
年
三
月
函
館
中
学
校
に
転
じ
た
。
明
治
三

同
志
社
は
新
島
の
永
眠
、
徴
兵
猶
予
除
外
、
米
国

海
外
伝
道
協
会
と
の
不
和
、
同
志
社
通
則
変
更
と
こ

れ
に
対
す
る
校
友
の
大
反
撃
等
悪
原
因
の
耕
で
衰

微
を
極
め
、
生
徒
数
も
二
十
二
年
頃
姦
校
七
0
0

で
あ
っ
た
の
が
三
十
三
年
に
は
僅
か
一
五
0
と
な
っ

た
。
し
か
し
こ
の
頃
か
ら
校
友
の
愛
校
心
が
た
か
ま

り
、
教
師
経
験
あ
る
有
志
が
母
校
に
か
け
つ
け
、
薄

給
に
甘
ん
じ
、
伺
志
を
糾
合
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

こ
の
類
勢
を
押
し
返
え
そ
う
と
懸
命
の
努
力
を
は
じ

め
九
。
徴
兵
猶
予
問
題
や
米
国
海
外
仏
道
恊
会
と
の

問
題
も
条
約
改
締
と
い
う
国
際
問
題
と
か
ら
み
、
同

志
社
に
有
利
に
解
決
す
る
に
至
っ
九
。
明
治
二
十
三

四
犀
頃
か
ら
復
興
し
始
め
た
が
、
い
っ
そ
う
復
興
を

進
め
る
た
め
、
強
い
り
ー
ダ
ー
を
迎
え
る
こ
と
を
教

て
い

員
会
議
は
き
め
、
そ
の
候
補
と
し
て
波
多
野
の
名
が

出
た
。
教
頭
巾
瀬
古
が
招
嶋
の
交
渉
を
し
た
が
、
慎

重
な
波
多
野
は
難
局
に
当
る
覚
悟
が
固
ま
る
ま
で
確

答
は
さ
け
た
。
し
か
し
彼
も
つ
い
に
恩
師
新
島
の
信

一
九
0
四

頼
依
托
に
応
え
て
立
っ
た
。
彼
は
三
十
七
年
九
月
同

一
九
0
-

志
社
怠
学
校
に
転
勤
。
理
年
九
月
に
は
教
頭
と
な

十
四
年
三
月
藤
田
貞
子
と
結
婚
、
翌
月
畝
傍
中
学
校

一
九
0
四

に
転
じ
九
が
、
明
治
三
十
七
年
母
校
伺
志
社
の
熱
心
っ
た
。
当
時
の
同
志
社
の
制
度
で
は
荘
が
各
校
々

な
懇
弛
応
じ
、
九
月
同
志
社
普
通
学
校
に
転
じ
九
。
長
を
想
ね
、
そ
の
実
務
は
教
頭
が
執
り
、
実
質
上
の

校
長
は
教
頭
で
あ
っ
た
。

波
多
野
着
任
の
頃
の
同
志
社
は
復
興
途
上
で
普
通

一
九
0
六

校
生
は
天
0
に
過
ぎ
ず
、
私
が
入
学
し
た
三
十
九

年
に
ょ
う
や
く
四
五
0
に
達
し
た
が
、
な
お
朝
の
礼

拝
に
は
神
学
生
や
専
門
校
生
と
共
に
全
部
礼
拝
堂
に

一
九
九
五
七
0
名

入
っ
て
い
た
。
し
か
し
四
十
二
年
頃
か
ら
普
通
校
生

だ
け
で
礼
拝
堂
を
使
用
し
た
。
普
通
校
生
急
増
の
た

め
で
あ
る
。
波
多
野
と
教
師
九
ち
の
強
い
団
結
と
估

頼
そ
し
て
献
身
的
努
力
の
効
果
は
段
々
と
あ
が
っ
て

き
た
。
彼
は
も
ち
ろ
ん
同
志
社
の
伝
統
的
精
神
で
あ

る
基
督
教
主
義
を
強
く
明
瞭
に
打
ち
出
し
、
よ
い
礼

拝
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
、
先
ず
礼
拝
出
席
と
静
粛

に
重
点
を
お
い
九
。
彼
は
祈
禧
中
で
も
態
度
不
良
者

に
注
意
を
与
え
、
甚
し
い
者
は
退
堂
さ
せ
た
。
礼
拝

説
教
の
内
容
に
も
心
を
配
っ
た
。
か
つ
て
日
曜
の
礼

拝
説
教
で
年
小
ノ
者
に
は
ど
ぅ
か
と
思
う
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
九
芦
田
教
授
に
説
教
最
中
に
抗
学
る
彼
を

見
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
あ
る
朝
、
礼
拝

後
、
彼
が
時
、
々
や
る
こ
と
だ
が
生
徒
に
讐
を
与
え
、

そ
れ
が
く
ど
く
続
き
授
業
時
間
に
大
分
く
い
こ
ん

だ
。
た
ま
り
か
ね
た
一
上
級
生
は
前
に
進
み
出
て
、

こ
ん
な
に
授
業
時
間
を
潰
し
て
は
、
と
抗
議
し
た
。

波
多
野
は
急
い
で
話
に
需
を
つ
け
て
切
り
上
げ
、

出
し
ゃ
ぱ
っ
た
生
徒
を
叱
る
こ
と
も
な
く
、
道
理
に
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は
従
う
態
度
を
見
せ
た
。

彼
は
規
律
を
ひ
き
し
め
賞
罰
を
明
ら
か
に
し
九
。

私
の
組
の
卒
業
の
お
別
れ
ハ
ー
テ
ィ
ー
に
酒
が
出

た
。
主
謀
者
と
飲
酒
甚
し
い
者
を
卒
業
式
前
に
退
校

さ
せ
た
。
制
服
を
励
行
し
、
特
に
下
駄
ば
き
を
禁
じ

九
。
一
同
級
生
が
下
駄
で
教
室
に
入
り
波
多
野
に
み

つ
か
る
前
に
逃
げ
た
が
、
残
っ
九
わ
れ
ら
が
、
生
徒
同

士
で
い
ま
し
め
合
っ
べ
き
だ
と
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
。

亙
に
相
い
ま
し
め
る
自
治
の
風
を
作
り
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
優
良
教
師
、
特
に
同
志
社
出
身
、
基
督
者

の
優
秀
教
師
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
。
彼
は
教
師
た

ち
の
研
鎖
を
奨
め
た
。
そ
の
た
め
教
師
の
雑
務
を
軽

減
し
、
自
分
が
そ
れ
を
引
受
け
た
。
そ
し
て
多
忙
中

に
も
英
独
仏
ラ
テ
ン
等
の
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、

歴
史
、
思
想
、
哲
学
、
宗
教
方
面
の
原
書
を
読
ん

だ
。
彼
が
終
生
精
進
し
、
学
び
、
進
歩
し
た
こ
と
は

感
心
で
あ
る
。
と
に
か
く
彼
は
同
志
社
を
日
本
一
の

学
校
に
し
な
け
れ
ぱ
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
恩
師
、

母
校
、
祖
国
、
神
と
救
主
に
対
す
る
熱
意
か
ら
の
決

心
で
あ
ろ
う
。
左
の
詩
は
よ
く
こ
れ
を
示
し
て
い
る

と
思
う
。師
恩
海
嶽
以
何
酬
祿
々
徒
悲
歳
月
流

賑
勉
須
磨
魂
一
片
神
光
末
普
照
皇
州

追
憶
新
島
先
師
二
三
用
先
師
之
句
昭
和
庚
辰
籾
春

彼
は
教
師
九
ち
に
生
徒
の
よ
き
指
導
者
た
ら
ん
こ

と
を
求
め
九
。
私
は
、
彼
が
同
志
社
を
去
っ
た
翌
年

母
校
に
ょ
び
戻
さ
れ
た
が
、
数
年
も
た
っ
た
頃
、
ふ
と

教
員
室
の
扉
に
貼
っ
て
あ
る
名
刷
大
の
紙
が
目
に
入

つ
た
0
 
波
多
野
の
筆
跡
で
圃
伽
o
m
仁
ヨ
「
器
8
門
如
9

=
仁
m
 
「
山
m
§
則
0
=
仁
m
 
円
誓
ヨ
仁
ヨ
 
m
長
ヨ
ル
坐
一

勺
門
0
・

ぐ
子
易
と
あ
る
「
私
は
よ
い
羊
飼
で
あ
る
。
よ
い
羊

飼
は
羊
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
」
(
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
十

章
十
一
節
)
命
が
け
の
教
育
は
彼
の
覚
悟
で
あ
り
、

教
師
へ
の
要
望
で
あ
っ
た
と
知
っ
た
。

彼
は
剛
健
な
気
風
を
奨
励
し
九
。
ス
ポ
ー
ツ
特
に

相
撲
や
旗
奪
を
好
み
、
運
動
会
を
奨
励
し
た
。
兵
式

体
操
野
外
演
習
も
好
ん
で
参
観
し
九
。
私
は
あ
る
時

将
来
の
方
針
を
相
談
す
る
と
、
軍
人
に
な
う
て
は
、

と
口
わ
れ
九
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
彼
は
決
し
て
戦

争
主
義
者
、
侵
略
主
蓑
者
で
は
な
か
っ
九
。
義
戦
は

一
九
一
0

認
め
た
が
、
侵
略
は
排
斥
し
た
。
明
治
四
十
三
年
八

月
韓
国
合
併
の
報
を
見
て
一
合
併
主
張
者
に
送
っ
た

合
併
反
対
の
書
簡
(
写
し
)
を
見
れ
ぱ
彼
の
戦
争
観

歴
史
観
を
伺
い
得
る
と
共
に
、
彼
が
将
来
の
日
本
を

予
見
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
よ

い
軍
人
は
尊
敬
し
九
。
大
山
兀
師
国
非
の
際
の
彼
の

三

訓
話
の
草
稿
は
、
い
か
に
こ
の
武
人
を
高
く
評
価
し

九
か
を
尓
し
て
い
る
。
同
志
社
体
育
磁
問
、
山
県
万

吉
大
佐
は
彼
の
信
頼
を
受
け
た
が
、
山
県
も
彼
を
尊

敬
し
、
も
し
彼
が
軍
人
な
ら
将
官
級
の
器
で
あ
る
と

言
い
。
あ
る
い
は
波
多
野
が
授
洗
し
て
く
れ
る
な
ら

基
督
者
に
な
ろ
う
盲
っ
九
。

波
多
野
は
毎
朝
七
時
半
の
礼
拝
に
出
席
し
て
、
終

日
校
務
を
み
、
誰
よ
り
も
遅
く
退
出
し
九
が
、
退
出

前
に
校
舎
内
を
一
巡
し
て
落
書
を
消
し
九
り
、
机
列

を
正
し
九
り
す
る
の
が
常
で
あ
っ
九
。
休
憩
時
間
中

に
さ
え
執
務
す
る
の
で
授
業
時
間
に
は
遅
刻
が
ち
で

あ
っ
た
。

彼
は
西
洋
史
を
教
え
九
。
私
は
三
年
級
で
。
ハ
ー
レ

ー
の
万
国
史
抄
(
英
文
)
を
な
ら
い
、
西
洋
史
に
興

味
を
覚
え
た
。
彼
は
四
、
五
年
級
で
検
定
教
科
書
を

教
え
九
。
彼
は
黒
板
一
ぱ
い
に
細
字
で
板
書
し
て
生

徒
に
写
さ
せ
九
。
教
科
書
と
は
歴
史
観
が
ち
が
う
の

で
、
筆
記
で
補
充
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
九
の
で

あ
る
。
彼
の
史
観
は
道
徳
批
判
的
で
あ
り
、
大
義
名

分
を
本
と
す
る
儒
教
の
考
え
方
を
越
え
て
永
遠
の
原

理
神
の
義
を
反
映
す
る
も
の
に
ま
で
拡
大
し
、
歴
史

に
は
神
の
摂
理
が
大
き
く
働
く
と
考
え
九
。
す
な
わ

ち
彼
の
精
神
史
観
の
究
極
は
こ
の
「
摂
理
史
観
」
に

結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
ら
が
彼
の
歴
史
講
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義
か
ら
受
け
た
印
象
は
歴
史
に
は
正
義
と
神
の
導
き

と
さ
ぱ
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
う
た
。
彼
の
私

宅
を
訪
う
学
生
に
対
し
て
も
、
こ
の
史
観
か
ら
多
く

の
史
実
を
批
判
し
つ
っ
、
日
本
の
将
来
恩
社
の

責
務
を
時
の
た
つ
の
も
正
座
で
し
び
れ
る
若
者
の
足

も
忘
れ
て
説
き
続
け
る
の
で
あ
っ
九
。

彼
は
ま
九
宗
教
活
動
に
も
力
を
尽
し
九
。
朝
の
礼

拝
に
も
時
々
説
教
し
、
聖
日
に
は
必
ず
教
会
に
出
て

日
曜
学
校
で
普
通
校
生
を
教
え
た
。
私
も
彼
の
コ
リ

ン
ト
書
講
義
を
聞
い
九
こ
と
が
あ
る
。

゛

ぜ

彼
は
同
志
社
の
生
命
は
キ
リ
ス
ト
教
々
育
に
あ
り

と
し
、
こ
こ
に
学
校
運
営
、
生
徒
指
導
の
黒
を
お

儒
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
彼
は
儒
教
を
高

い
九
く
評
価
し
つ
つ
も
、
儒
教
道
徳
を
も
っ
て
基
督
教
道

徳
の
前
段
階
と
し
九
。
彼
は
言
う
「
論
語
は
道
を
載

せ
九
重
典
で
あ
り
、
署
は
『
神
の
福
音
』
を
載
せ

六
る
天
書
で
あ
る
。
血
鴛
は
貴
重
な
る
書
物
な
る
も

要
す
る
に
人
倫
綱
墜
教
ゆ
る
一
つ
の
道
学
書
に
過

ぎ
ぬ
、
然
る
に
聖
雪
は
崇
高
な
る
道
徳
を
教
ゆ
る
と

共
に
神
人
二
界
交
渉
の
道
を
開
き
て
悦
罪
新
生
の
要

義
を
尓
し
、
神
国
建
設
と
云
う
前
哲
米
言
の
大
慧

を
掲
げ
て
人
間
存
在
の
最
高
問
題
を
徹
底
的
に
髪

せ
る
天
地
閻
無
二
の
霊
籍
な
れ
ぱ
仁
斎
の
需
『
最

上
霧
宇
宙
第
一
書
』
の
蔦
称
毓
語
よ
り
も
之
を

聖
書
に
冠
す
る
を
宝
と
せ
ん
」
(
論
語
と
聖
書
)

と
。
彼
は
ま
た
「
天
に
返
れ
、
さ
れ
ば
道
朋
か
な
ら0

ん
、
神
を
求
め
よ
、
さ
れ
ぱ
生
き
ん
」
と
叫
ん
で
敬

四

゛

神
卦
ル
を
基
と
す
る
基
督
轄
神
教
育
を
主
張
し
、

ま
た
「
魂
の
奥
底
ま
で
見
透
し
給
う
神
を
欺
く
事
は

出
来
な
い
。
天
地
の
創
造
主
な
る
神
の
現
前
に
立
っ

て
行
う
教
責
こ
れ
が
本
当
の
教
育
で
あ
る
」
?

タ
イ
伝
六
ノ
四
の
講
解
)
と
園
っ
て
い
る
。

彼
は
い
わ
ゆ
る
こ
わ
い
先
生
で
あ
っ
九
。
威
厳
を

備
え
、
正
義
感
強
く
、
意
志
が
強
か
っ
九
か
ら
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
彼
の
心
中
に
は
深
い
愛
が
あ
っ
九
。

本
多
虎
雄
(
明
治
四
二
年
普
卒
)
は
三
年
に
転
入
学

し
九
が
、
そ
の
編
入
受
験
準
備
用
教
科
書
は
彼
が
貸

し
て
く
れ
九
。
ま
九
本
多
が
奨
学
金
受
領
の
際
、
原

田
社
長
の
少
し
の
遅
梨
が
ま
ん
で
き
ず
に
去
っ
九

時
、
そ
の
礼
を
欠
く
こ
と
を
強
く
叱
り
戒
め
な
が
ら

も
貧
し
い
彼
を
憐
ん
で
奨
学
金
は
貰
っ
て
ゃ
っ
九
。

ま
九
木
多
が
学
費
ボ
納
で
董
ス
ト
ッ
プ
寸
前
、
波

多
野
は
だ
ま
っ
て
学
費
を
代
納
し
て
ゃ
っ
て
本
多
を

卒
業
さ
せ
九
。
側
憾
不
璃
の
若
者
を
順
導
し
た
真
の

教
育
者
を
彼
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
は
織
一
人
一
人
の
こ
と
を
よ
く
淵
査
し
、
成

秘
も
ち
ろ
ん
、
川
身
地
、
家
庭
友
人
関
係
等
も

よ
く
知
悉
し
て
い
九
。
私
九
ち
の
学
年
は
、
六
、
七

ト
剰
で
あ
っ
た
が
、
腎
効
果
を
考
え
て
こ
れ
を
三

組
に
し
九
。
ま
九
彼
の
部
下
の
鞍
務
係
と
し
て
谷
嘉

吉
(
明
.
六
普
四
二
専
卒
)
を
括
の
時
、
ハ
介
の
求

巾学校の教員宰師に貼られていたヨハネ伝の一節

'イ.
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め
る
額
の
俸
給
を
出
し
た
が
、
そ
れ
は
波
多
野
の
よ

り
高
額
で
あ
る
こ
と
を
谷
は
後
で
知
っ
て
解
い
た
と

い
う
。
彼
は
愛
用
の
聖
譜
当
い
て
い
た
「
上
膿

築
死
生
何
足
言
、
尽
職
分
勿
思
級
酬
」
と
。

原
田
社
長
時
代
に
同
志
社
は
興
峰
し
、
大
学
も
開

設
さ
れ
、
原
田
の
外
交
で
同
森
の
名
は
国
の
内
外

に
広
ま
っ
た
が
、
波
多
野
は
社
長
は
内
に
あ
っ
て
、

も
っ
と
教
育
を
指
導
す
べ
き
だ
と
信
じ
、
原
田
の
過

度
の
出
張
を
不
可
と
し
、
大
正
六
年
、
紀
兀
節
に
勅

語
を
代
誓
せ
、
自
分
は
九
州
に
行
こ
う
と
し
た
こ

'
.
1
 
一
九
一
八

と
か
ら
、
両
者
の
仇
は
表
面
化
し
て
、
遂
に
大
正
七

年
一
月
波
多
野
は
辞
職
し
た
(
学
内
で
は
波
多
野
支

持
者
が
案
外
に
多
く
、
全
学
園
の
問
題
と
な
り
、
つ

い
に
大
正
八
年
一
月
原
田
も
辞
任
し
た
)
。

の
家
庭
で
過
と
し
、
友
人
と
旧
交
を
温
め
九
。
)

彼
は
ま
九
教
師
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
た
め
に

も
尽
し
、
リ
ー
グ
ー
格
と
な
り
、
独
英
等
の
原
書
研

究
、
哲
学
研
究
を
や
っ
た
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
サ
ー
タ

ひ
ら

ー
リ
ザ
ー
タ
ス
驫
じ
た
こ
と
も
あ
っ
九
0
 
一
平
教

授
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
全
学
園
か
ら
父
の
ご
と
く
敬

慕
さ
れ
、
〕
誘
の
精
神
的
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
昭

一
九
三
八

和
十
三
年
三
月
教
授
を
辞
し
需
と
な
っ
九
が
、
依

然
と
し
て
彼
は
学
園
の
光
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

心
境
は
ま
す
ま
す
さ
え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年

五
月
二
十
七
日
(
ジ
.
ン
・
カ
ル
ビ
ン
残
後
三
七
四
年

器
旦
附
で
彼
は
書
い
て
い
る
「
天
地
を
以
て
家
と

為
し
日
月
を
以
て
燈
火
と
為
し
洗
心
浄
躯
嬰
端
坐

静
か
に
聖
経
を
披
き
て
天
溶
秘
奥
の
盗
を
思
ふ
、

甜
豊
理
と
は
神
と
人
と
の
璽
△
巳
の
道
を
示

せ
る
神
子
の
化
身
十
字
架
の
順
罪
轟
の
生
命
及
び

'
1
 
一
九
四
四

神
国
来
格
の
真
埋
是
な
り
」
と
。
昭
和
十
九
年
三
月

七
十
六
歳
、
惜
ま
れ
つ
つ
全
く
西
南
学
院
を
辞
し
、

恩
師
眠
る
京
都
若
王
子
山
下
の
内
宅
に
隠
退
し
た
。

一
九
四
五

閑
居
二
年
に
満
た
ず
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
七
日

敗
戦
凶
本
の
復
興
を
念
じ
、
特
に
国
民
の
精
神
的
復

活
を
祈
り
つ
つ
自
宅
で
永
眠
し
た
。
七
十
八
歳
で
あ

つ
ナ

波
多
野
は
辞
任
以
来
二
年
八
力
月
間
聾
静
思
し

た
が
、
遂
に
西
南
学
院
の
熱
望
に
応
じ
て
立
ち
、
キ

リ
ス
ト
教
を
教
え
た
。
高
等
部
新
設
の
時
、
そ
の
部

長
に
推
さ
れ
た
が
固
辞
し
、
教
授
と
し
て
哲
学
を
淋

じ
、
礼
拝
の
計
画
を
立
て
九
り
し
た
。
彼
は
中
学
寮

や
玄
南
寮
に
入
り
、
学
生
と
生
活
を
芝
し
、
二
十

二
年
半
の
間
そ
の
聖
僧
の
ど
と
き
精
進
の
日
々
は
学

生
に
深
甚
の
感
化
を
与
え
た
(
た
だ
し
休
暇
は
京
都

五

主
要
な
参
考
交
献

村
上
寅
次
波
多
野
培
根
に
お
け
る
儒
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ

ズ
ム
」

森
中
章
光
波
多
野
筆
「
新
島
先
生
の
人
物
笹
者
紹
介
(
新

島
研
究
第
九
号
)

波
多
野
培
根
説
教
講
演
メ
モ
件
翰
稿
を
集
め
北
ー
ラ
プ

ブ
ッ
ウ
日

波
多
野
政
雄
編
波
多
野
培
根
永
眠
二
十
年
記
念
会
に
て
配
布

の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
文
番
類

波
多
野
培
根
同
志
詰
通
学
校
重
要
記
事

(
大
正
=
年
九
月
1
五
年
三
月
)

(
新
島
研
究
会
常
務
委
員
)

本を傷つけず合本製本できる

同志社時報」合本ファイル

お印込みは

京都市上京区今出川通鳥丸東入

同志社時報編集部

定価 100円<送料 50円>
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